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書 評 「デザイ ン理論』42/2003

藪亨著

『近代 デザ イ ン史 ヴィク トリア朝初期 か らバ ウハ ウスまで 』

丸善株式会社2002年

渡辺 眞/京 都市立芸術大学

は じめ に

藪 会 員 の 待望 の書 で あ る。 イ ギ リス お よ び

ドイ ツ を 中心 と した近 代 デ ザ イ ンの誕 生 か ら

発 展 期 につ い て,長 年 の研 究 成 果 が結 集 した

もの で あ る。 デ ザ イ ン史 観 の基 調 は,あ とが

き で も述 べ られ て い るよ うに,ニ コ ラ ス ・ペ

ヴ スナ ー の 『モ ダ ン ・デザ イ ンの先駆 者 た ち』

に沿 った もの だ が,ペ ヴ ス ナ ーが 描 い た素 描

を補 完 した もの に な って い る。 全 体 は,教 科

書 的 な意 味 合 い もあ って か,項 目ご と に簡 潔

に ま とめ られ て お り,読 みや す い。 そ の概 要

を紹 介 しつ つ,思 う とこ ろ を述 べ て み た い。

概 要

まず 項 目的 に は,第1編 「19世紀 に お け る

デ ザ イ ン」,第2編 「20世 紀 に お け る デ ザ イ

ン」 と大 き く2部 に分 け られ て い る。 前 半 で

は,「 ヴ ィ ク ト リア朝 初 期 にお け る デ ザ イ ン

振 興 」 「第1回 ロ ン ドン万 国博 覧 会 と デ ザ イ

ン」 「ラ フ ァエ ル 前 派運 動 を め ぐ って」 「アー

ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ツ運 動 を め ぐ って」 「ド

イ ツ に お け る産 業 美 術 の近 代 化 」 とい う よ う

に,主 に イ ギ リス に お け る展 開,後 半 で は,

「機 械 時 代 とデ ザ イ ン」「近 代 産 業 とデザ イ ン」

「ドイ ツ表 現 主 義 とデ ザ イ ン」 「メデ ィ ア芸 術

と デ ザ イ ン」 「バ ウハ ウ ス とモ ダ ン ・デ ザ イ

ン」 と い う表 題 の下 で,ド イ ツ工 作 連 盟 か ら

バ ウハ ウ スへ の展 開 が 主 題 にな って い る。

も う少 し細 か く見 て お く と,「 ヴ ィ ク ト リ

ア朝 初 期 に お け るデ ザ イ ン振 興 」 で は,イ ギ

リス にお け る デザ イ ン学 校 の 成 立 と ウ ィ リア

ム ・ダ イ ス の活 躍,ヘ ン リー ・コー ル の デ ザ

イ ン活 動 や デザ イ ン行 政 上 の 活 躍,彼 の 編 集

による 『ジャーナル ・オブ ・デザイン』誌の

発刊とその内容が紹介され,特 にダイス等の

装飾論あるいはデザイン論が取 り上げられて

いる。この時期,コ ールを中心に 「芸術 と産

業の関係の改善」を目指 してデザイン振興が

図 られ,デ ザイン学校もその流れに位置づけ

られるのだが,学 校での教育が素描教育に偏

り,製 造現場との乖離がひとつの問題であっ

た。

「第1回 ロン ドン万国博覧会 とデザイン」

では,博 覧会の成立状況や内容を紹介すると

ともに,『1851年 万国博覧会アー ト・ジャー

ナル誌図録』の付録としてついていたラルフ・

ウォーナムの評論に注目している。「自然主

義派」の過剰な自然模倣を批判 し,「伝統的

様式」の重視を主張 しているが,未 だ表面装

飾,模 様装飾のレヴェルでの論争に止まって

いる様相がみてとれる。博覧会後の 「実用美

術局」の動きや 「装飾芸術博物館」の設立の

動向も詳細に追われている。

「ラファエル前派運動をめぐって」では,

生活の中での芸術として,絵 画や彫刻ではな

く,最 初は詩など本の挿絵に注 目し,家 具作

りにも関心を広げてい く動きが,ラ ファエル

前派に見出されている。 この運動の帰結 とい

う捉え方であろうが,こ の項 目の下で,ウ ィ

リアム ・モ リスを中心 としたモリス商会の活

動が詳述されている。

「アーツ ・アンド・クラフツ運動をめぐっ

て」では,モ リスの装飾芸術論が引用を通 じ

てまとめられ,そ の後に続 く様々な 「美術職

人ギル ド」の成立,活 動,さ らに 「アーツ ・

アンド・クラフツ展覧会協会」とモリスの関
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係 が 論述 され て い く。 人 々 の生 活 に 関係 す る

領 域 に 芸 術 家 が 直 接 関与 す る状 況 が生 まれ て

い くが,し か し,手 工 芸 的,一 品制 作 的 に は,

生 活 の 中 で の 造 形 が 実現 され た とは い え,産

業 を 介 して の 生 活 造形 の場 は,イ ギ リス か ら

ドイ ツへ 移 され る。

「ドイ ツ にお け る産 業 美術 の近 代 化 」 で は,

イ ギ リス に学 ん だ ゴ ッ トフ リー ト ・ゼ ンパ ー,

そ の 影 響 を 受 けた ヤ ー コ ブ ・フ ォ ン ・フ ァル

ケ の思 想 と活 動,「 オ ー ス トリア美 術 ・産 業

博 物 館 」,「ベ ル リン産 業 美術 博 物 館 」 の設 立

な どが,オ ー ス トリア,ド イ ツ に お け る初 期

産 業 美 術 振 興 運 動 と して 捉 え られ て い る。 続

いて 美 術 家 に よ る生 活 造形 へ の 参加 の動 き と

して,ユ ー ゲ ン トシ ュテ ィー ル お よ び ダ ル ム

シ ュ タ ッ ト芸 術 家 村 の 活動 が辿 られ て い る。

「20世 紀 にお け るデ ザ イ ン」 と題 さ れ た第

2編 で は,機 械 生 産 を 容認 した デ ザ イ ンへ の

展 開 が 綴 られ て い く。 ま ず 「機 械 時代 とデ ザ

イ ン」 で は,20世 紀 初 頭 にあ って,機 械 生 産

に抵 抗 した ヨー ゼ フ ・ホ フマ ン と ウ ィー ン工

房 の活 動,さ らにモ リス に影 響 を受 け な が ら

も機 械生 産 や近 代産 業 を受 け入 れて い った ヴ ァ

ン ・デ ・ヴ ェルデ とモ リスの関係 が マイ ヤー ・

グ レー フ ェや サ ミュエ ル ・ビ ン グの証 言 に基

づ いて 語 られ,ヘ ル マ ン ・ム テ ジ ウス の思 想

と活 動 へ と展 開 され て い る。

「近 代 産 業 と デザ イ ン」 で は,最 初 の工 業

デザ イ ナ ー と も言 うべ きペ ー ター ・ベ ー レ ン

ス の アル ゲ マ イ ネ電 気 会 社 で の デ ザ イ ン活動

と ドイ ツ工 作 連 盟 の成 立 と展 開 が 取 り上 げ ら

れ て い る。

「ドイ ツ表 現 主 義 とデ ザ イ ン」 で は,初 期

バ ウハ ウ ス の表 現 主 義 的 傾 向 と成 立 背景 と し

て の風 土 を語 る もの と して ブル ー ノ ・タウ ト

の 『ガ ラ ス の 家 』 が取 り上 げ られ,「 芸 術 労

働 評 議会 」 と その主 催 展 覧会 『無 名 建 築 家 展』

の動 向 と概 要 が紹 介 され て い る。

「メディア芸術とデザイン」は,流 れか ら

はバウハウスが主題にされるところであるが,

バウハウスもその革新の中心地 となったタイ

ポグラフィーの分野に視線を広げ,写 真の導

入を含めたモダン・グラフィックの展開が辿

られる。

最後が 「バウハウスとモダン・デザイ ン」

と題 して,デ ・ステイルとの関係か ら始めて,

デッサウ以降のバウハウスとその波及の跡が

綴 られている。

以上ざっと概要を眺めたのであるが,近 代

デザイン史の基本線を丁寧に叙述 したもので,

特に当時の著書や雑誌が詳細に読破され,各

所に適切に引用されている点に,藪 会員の長

年の研究成果であることが十分に看取できる。

デザ イ ン史 の 現 在

ニ コ ラ ス ・ペ ヴ スナ ー の書 に始 ま り,1980

年代 にお ける イギ リス を中心 と したペ ヴス ナー

的近 代 デ ザイ ン史 の見直 しとと もに,ヘ ス ケ ッ

ト,ス パ ー ク,フ ォー テ ィな どの歴 史 書 が 生

まれ たが,進 歩 史 観 に対 す る懐 疑 や 中心 とな

る事 象 の拡 散 も あ って,20世 紀 後 半 を 含 めた

デザ イ ン史 は困 難 に直 面 して い る。 日本 で は,

勝 見 勝 の 『現 代 デ ザ イ ン入 門』 以 降,デ ザ イ

ン史 の書 と言 え る もの はな か ったが,1990年

代 以 降,1995年 の美 術 出版 社 の 『世 界 デ ザ イ

ン史 』,2002年 の海 野 弘 の 『モ ダ ン ・デ ザ イ

ン全 史 』 な ど い くつ か 出始 め て い る。 特 に海

野 の書 は意 欲 的 な もの と して注 目され る。 こ

こ で も20世 紀 後 半 部 分 につ い て は,明 確 な方

向性 が見 出 しに くい。 しか し,学 会 誌 の 論 文

な どで も,史 実 に基 づ いて,歴 史 事 象 を 詳 細

に究 明 しよ うとす る姿 勢 が 見 出 され る よ うに

な って き た し,藪 会 員 の本 書 で も,ま た 海 野

の書 に あ っ て も,か つ て ペ ヴス ナ ー が素 描 し

た に す ぎ な か っ た ものが,豊 か な史 実 に よ っ

て補 完 さ れ よ う と して い る。
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個人的な興味も含めて,ひ とつ論点を取 り

出して比較 してみたい。それは近代デザイン

の始まりの問題である。海野の著書では,モ

ダン・デザインの始まりを1830年 代に置 くと

いう明確な表明に興味がわ く。ロンドンに代

表されるような,都 市化と大衆出現の進展,

それに伴うデザインに対する需要と意識の変

化をそこに見出 しているのである。「ソサエ

ティ・オブ ・アーツ」の活動や,1830年 代に

始まったデザイン学校の開校に根拠としての

史実を見ている。藪会員の書でも,直 接の言

明はないものの最初の小表題は,`「 デザイ

ン学校」の出現'で ある。`デ ザイン'が 定

着 し,そ の人材養成が社会的な必要事になっ

たことを意味 し,注 目にたる史実である。

しか し,海 野は,

しか し,フ ァイン・アー ト中心の保守的

な教育が中心とな り,新 しいデザイン教

育はお くれていた。(p.31)

と,否 定的に軽 く扱っているが,藪 会員の書

では,

そこで最初に授業に取 り入れられたのは,

建築的細部,壷 形飾り,渦 形装飾,さ ら

には幾何学的図案や植物形態であり,こ

れらの装飾モチーフの模写に力点が置か

れている。

と,教 育内容を紹介 した上で,フ ァイン・アー

ト中心というより,む しろ 「デザイン学校と

美術アカデ ミーの差異化」が目論まれたカリ

キュラムであったことが指摘されている。初

期か ら教育 に関与 したウィリアム ・ダイスの

考え方と活躍が紹介されているが,模 写の模

写教育に終始 していた教育 に対 して,海 外視

察の影響もあって,製 作現場たる工房教育の

必要を唱えるなど,問 題点の認識はなされて

いたことがわかる。

造形における構想段階と製作段階の分業化

が,量 産とともに社会的必要として成立 し,
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構想段階の専門家(初 期は表面装飾のための

下絵や立体モデル制作)と してデザイナーが

誕生するのだが,こ こに近代デザインの成立

を見 るだけでは,後 のモリスたちの意義は明

確化 しない。材料と技術の特性を反映した造

形,つ まり製作段階を反映 した構想過程とな

るべきはずのところが,分 業化とともに乖離

が始まったというところに,解 決すべき課題

とともに近代デザインが始まると考えうる論

点の一つが見出せる。ここでは,こ れ以上具

体的な内容に入る余裕はないが,そ れぞれの

項 目が簡潔にまとめられ,必 要なところでは,

詳細な記述,適 切な引用がなされている。

民衆にとっての理想的生活が,人 それぞれ

が描 くべきものに行き着いて しまった感のあ

る今 日,至 るべき目標に向かっての歩みとし

てデザイン史を綴ることが困難になっている。

それでも歴史を綴るとしたら,人 々が何を考

え,ど のように工夫したのかを具体的に知り

たい。そのためには,可 能な限り当時の人々

の言説や活動に触れる事が必要で,そ の点で

藪会員の書は,先 学の研究書はもちろん,当

時発行された書や雑誌に丹念に目を通 されて

おり,信 頼できるものになっている。

あえて,過 剰な要望をすれば,始 まりとし

てイギリスに注目されているが,ダ イスも海

外視察で示唆されたところが多かったように,

モリス以前でもイギ リス以外,特 にフランス

における動きが気になるところである。 これ

まで,ア ール ・ヌーヴォー以前のフランスの

動向は,日 本では余り紹介されていない。 し

かし,こ れは専門領域の問題を考えれば,他

に期待すべきか。

最 後 に

挿入された図版資料について触れておきた

い。建築関係が多 く,家 具や工業製品などは

少ない。中でも特筆すべきは,丹 念な調査の



結 果 と言 うべ き,出 版 物 の表 紙 や 挿 絵 の 図 版

で あ る。 グ ラ フ ィ ック ・デ ザ イ ン につ いて は,

後 半 に1章 が設 け られ て い るが,む し ろ これ

らの 図版 が そ の ま ま グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ザ イ ン

の資 料 に な って い る。 又,個 別 的 な 興 味 で 言

え ば,最 初 に挿 入 さ れ て い る ピ ュ ー ジ ン著

『コ ン トラス ト』 の 口絵 は,皮 肉 の き い た,

そ れ だ け見 て い て も(読 ん で み て も)面 白 く,

ま た仕 事 部 屋 を描 い たバ ー ン=ジ ョー ン ズ の

ス ケ ッチ も漫 画 風 で 楽 しい。
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